
９月 ２８ 胃。 小 雨
ま じり の 昼 下 が り。 幻 燈

会 はＰｅａ㎜ｔｓ

（ス ヌ ー ピ ー や ウ ッ ドス ト ッ匁’， ク が 出 て く る 絵 本） の 映 像 か
∫

ら 始 ま っ た。
ス ラ イ ド と は 言

上 １ 練 桑１’
こ

∫ 、 ㍉
「しあ わ せっ て 裸 足 で 芝 生の

上 を歩 く こ と」 「しあ わ せ っ て、 お 目
様 が あ っ て、

空 気

が あ っ て、 緑
が あ っ て 、

水 が あ っ て、 土
が あ っ て 、 野

鳥

も やっ て き て、 微
生 物 も …」 「し あ わ せ っ て ま わ り の お

友達に恵まれること」 スヌ ー ピー はの んびり自分 の小屋

の上に寝そべりながらそ う言 う。

幕プ 甲 、 苧
と戸、一。
早

最近 はテ レ ビな どで も 敢 り 上 げ ら れ て い る が、 実 際 は

ど うい う も の な の か ？ コ ー ポ ラ テ ィ ブ 住 宅 と は、
住 み 手

が力 を合 わ せ て っく っ た住 ま い で あ る。 発 祥 の 地 はイ
ギ

リ ス で、 約 ２０ ０年 の
歴史 を もっ て いる。 日 本 国 内 で コ ー

ボラ テ ィ ブ 住 宅 が 出 て き た の は ユ ９ ７ ４ 年。 前 年 の オイ

ル ショ ック で 杜 会 的 ・ 経 済 的 潮 流 が 変 わ り、 ゆ っ た リ
ズ

ムで事を運んでみよう というのが住 宅づく りにも広 がり、

市民と専門家の対話の設 計が 始まった。

コー ポラ テ ィ ブ 佳 宅 の 事 業 方 式 と して は ２ タイ プ あ る。

① 土 地 あり き 型 ： 公 的 デ ベ ロ ッパ ー が 土 地 を 用 意 し、 設

計者が先に基本をっく り、 居住者 を公募す る。 それ から

間敢りを決め、 庭な どもみんな の意見 を敢り入れ
な がら

つく っ てい く。 つ く る 過 程 は
半 分参 加。

② 住 み 手 あり き 型 ： 住 み 手 が 先 に 集 ま っ て、 い ろ い ろく

ら しの 夢 を描 き な が ら、
土 地 探 し か ら 始 め る。 す

べ て の

過 程 が 住 み 手 中 心。 住 み 手
主 導 型
。

今 日 ま で に 全 国 で約 ７ ０ ０ ０ 戸 の 成 果 を あ げて い る。

そ の う ち の ９ ５％ が ① の 土 地 あ り き 型 で、．残 り ５
％ が ②

の住 み 手 あり き 型 で あ る。 よ り コ ー
ポラ テ ィ ブ 住 宅 ら し

いの は後者の住み手ありき型だという。

／ 欺 フ／，ξい．
う奉 蹄 一二

沙 一

代 表 的 な も の に は、 熊 本 県 の
「Ｍ ポ ー ト」 、 大 阪 府 の

「都 住 創」 、 京 都 府 の
ｒユ ー コ ー ト」 な どが あ る。 どれ

も 住 み 手あ り き 型 だ。 住 み た い
と 思 う 人 た ち が 集 ま り、

い ろ い ろな 場 所 へ 出 向 き 住 宅 ・ 土 地 ウ ォ ッチ ン グ を した

り
、
学 習会 ・ 交 流 会 な どを す る。

お の ず と 人 間 関 係 もそ

の 間 に 育ま れ る。 建 物 を 建 て る 段 階 で
建 築 組 合 を つ く り、

みん な が 意 見 を 出 し 合 い、 話 し 合 い、 設
計 し て い く。
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ポー トでは、 空間の 分け合い （床を
一段 上 げる ことによ

り、 階下 の
家 庭に ロフ トを作 るス ペ ー ス を 分 け て あ げる）

な ども行われたりする。
「もや う」 とい う気持 ちはこう

し た設 計 の 段 階 で 形 に な る。 そ
し て 住 む 段 階 に な る と、

でき あがっ た集 会所で和 太鼓のコ ンサー トやクリスマ ス

パ ーテ ィ ー、
正月 に は 餅 つき な ど、 さ ま ざ ま なイ づ ン ト

が 行 われ る。
ベ ラ ン ダは 隣 家 と の 区 切 り が な い た め、

さ

皆 奉県勿 ん ま を 焼 い

て い る と 、

そ の い い 匂

い に 誘 われ、

ビ ∵ ル 片 手

樹 に 自 然 と 人

が 集 っ て く

る。
ま た 子 ども た ち は 回 り 廊 下 と して 駆 け 回 る こ と が で

き る。
昔 の 長 屋 の よ う な、 大 人 も 子 ど も も く ら し

や す く

暖 か い 空 間 が そ こ に は あ る。

層
・１ラ 似 干未ル１ギー１琴干亭． 徴

気 にな る の は トラ ブ ル は な い の か ？ と い う こ と。 も ち

ろ ん 上 げ た ら キリ が な い 程 の トラ ブ ル が あ る と い う。 ト

ラブル を起こさないと いうのが 今までのマ ン ショ ン形態

で あ る。 こ
こ で は トラ ブ ル が 起 こ っ た ら どち らが ○ か ×

というのではなく、 住 み合う 中で話 し合し＼ 相 手の
心を

分かり合うというのが 重要になっ てくる。 トラ ブル をエ

ネル ギー にで き るよ う な、 しな や かな
心 をお 互い に育 む。

そ れ が で き る の が 本 当 の 生き た コ ミニ ニ ティ だ と言 う。

当目 は講 師の延藤安 弘先生 （千葉大 学工学部 教授） の

弁士のような語り 口と、 素晴 ら しい幻 燈に会場 のみんな

が引き込まれた。 今の集 合住宅 は昔の長 屋のよ うな
「お

裾分け」 的な要素が減 ってきて いる。 隣は何 をする人 ぞ

・な らま だい い が、 些 細 な トラ
ブル で 殺 人 事 件 が 起 こる。

そんな人間関係 の悪化 や環境 間題が取り ざた される今 だ

か らこ そ、 自 然 と 共 存 し、 人
と 人 と が つ な が り 合 い 思 い

や りを 持 っ てく ら

し て い け る コ ー ポ

ラ テ ィ ブ 住 宅 は、

新 しい 住 ま い の提

言 で あ り、 理
想 の

く ら し方 な の か も

し れ な い。
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